
 

 

(仮称）食育・花育センターの事業展開(案） 

 ☞ 季節テーマ 

季 節   
夏 (夏休み) 秋  冬  春  

７月 8月 9月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

 ターゲット 
夏休みの子どもたち、子育て

世代の親子／平日、休日 
保育園等団体の受け入れ、中高年世代／平日 冬休みの子どもたち、子育て世代の親子／平日、休日 保育園等団体の受け入れ、中高年世代／平日 

季節・行事イベント 
 

●：季節イベント 

○：行事イベント 

    

体 験 事 業 

 
食：食育 

花：花育 

農：農村・都市交流 

子どもの夏休み自由研究向け
に構成 

食： 夏野菜を使った料理教室 

花： 花を使った創作講座 
    秋に向けた園芸講座 

農： 秋野菜の作付（大根）   

 農作物の収穫から自然の恵みを学ぶ。 

 
食： 秋の食物を使った料理教室 
     （穀物、野菜、くだもの、きのこ） 

花： 冬・春に向けた園芸講座 

農： 秋野菜の収穫体験(米、さつまいも） 
   信濃川でとれた鮭の塩引き作り   

 冬だからできる講座を取り揃える。 

 
食： 冬の食物を使った料理教室 （発酵食、鍋、漬物、米粉） 
    食育にまつわるワークショップ 

花： 植物を使った創作講座（アグリクラフト） 
    春に向けた園芸講座 
農： 農家とのワークショップ 

   （草履づくり、わら細工、もちつき） 

 花と緑を楽しみ、農業を体験できる講座で構成 

 

食： 春野菜を使った料理教室 

花： 夏から秋に向けた園芸講座 
農： 農作物の作付け 
    (米、じゃがいも、カボチャ、枝豆、さつまいも） 

ショー・ウインドー 
花：花畑 

ｱﾄ：アトリウム 

圃：圃場 

広：食・花の広場 

㏚：PRブース 

花：ひまわり 

ｱﾄ：サルビア 

圃：ナツツバキ、ウツギ 

広：ｱｼﾞｻｲ、ｷｷｮｳ、夏野菜 

PR：なす、枝豆、かぼちゃ 

花：コスモス 

ｱﾄ：菊、葉牡丹 

圃：キンモクセイ、柊、山茶花 

広：ムクゲ、カンナ、秋野菜 

PR：はくさい、ねぎ、ブロッコリー、大根、なし 

花：無し 

ｱﾄ：シクラメン、ポインセチア 

圃：サザンカ、ツバキ、雪割草 

広：無し 

PR：さといも、かぶ、女池菜、たまねぎ、いちご、アイリス 

花：チューリップ、菜の花 

ｱﾄ：マーガレット、チューリップ 

圃：花水木、キタコブシ、薔薇、ツツジ 

広：水仙、藤、クレマチス、春野菜 

PR：さやえんどう、きゅうり、トマト、そらまめ 

メ
ニ
ュ
ー 

テーマ 

    
子どもたちの好奇心・探

究心をくすぐる体験と夏

の思い出づくり 

収穫したばかりの食物の美味しさと秋

の彩りを味わう。 
暖かい食べ物と冬が見ごろの花、室内でも 

楽しめる講座で、冬を堪能 

咲き誇る花や緑を五感で味わい、 

花づくしで春を満喫 

●開館記念祭(ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄ） ● 秋の収穫感謝祭 ● 新春フェア ● 春の花まつり 

○敬老の日 ○クリスマス ○節分 ○ひな祭り ○母の日 ○父の日 

○食育月間 
○文化の日 

 

 

「市民協働」、「体験」、「こども」をコンセプトに、 

・ 子どもたちが「食と花」の持つ多様な機能を楽しみながら学び、 

味わい、親しむ場とする。 

・ 世代や地域の枠を超えた活動・交流の場となり、食育・花育が 

さらに家庭や地域に浸透していく拠点とする。 

☞ 季節を楽しみながら、食育・花育を体験できるメニュー構成 

    ◦  季節テーマの設定 

      ・ それぞれの季節の特色を活かした年間テーマの設定と「体験・こども」を意識したメニューの組み立て 

    ◦  ターゲット別の事業構成 

      ・ 利用者の生活スタイル、ニーズ、レベル等を踏まえた事業構成 

    ◦  時間軸を意識したメニュー 
     ・ 子どもが成長と共に時間をかけ、育むメニュー      

事 業 展 開 の 考 え 方  

☞ 市民力・地域力の活用 

    ◦ 初年度（２３年度） ⇒ パートナーの発掘・育成による市民協働の土台づくり 
                    ・ 企画や運営に誰でも積極的に参加、交流できる機会の提供 
                      ・ 市民・地域と一緒になって事業を企画・運営する体制づくり 

    ◦ ２４～２５年度    ⇒ 動物・こどもとの連携 
・ (仮称)動物ふれあいﾌｧｰﾑ・(仮称)こども創造ｾﾝﾀｰとの連携・交流による新しい市民・
地域力の創造……３施設一体となった事業の企画・運営 

    ◦ 中期目標      ⇒ 市民・地域主体の事業運営 
                      ・ 市民・地域が中心となり、積極的に事業を展開      

資料２ 

平成２２年１０月２６日 

農村・都市交流施設整備課 
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多目的
広場

体験圃場

花 畑

（仮称）動物ふれあい
ファーム

民活整備部分
基本計画における整備概要

・食と花のブランド発信ゾーン
・農消交流ゾーン
・食育・花育ゾーン

整備方針
・基本計画に盛り込まれている機能を踏まえ，段階的施設整備の内容を

検討する。
・運営などの仕組みについて，農業者やＪＡ・土地改良区等の意見を

聞きながら，本市農業振興につながる内容とする。

（仮称）
こども創造
センター

（仮称）食育・花育センター

外観パース

（仮称）食育・花育センター開園イメージ
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（仮称）食育・花育センター内観イメージ図及び平面図 

 

屋外圃場 

調理室 食の体験展示 情報展示コーナー 

農舎 

Ｃ 
Ｂ 

育成温室

Ａ 

ボランティア室 

アトリウムＡ．アトリウム 

１階平面図 

多目的ラウンジ 講座・研修室 

食の広場 

花の広場 

Ｂ．情報展示コーナー 

２階平面図 

３ Ｃ．食の体験展示，調理室 
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